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日本藻類学会々則

第 l条 木会は日本1'~Ja1学会と称する。
第 2条 本会l:ti策学の進歩-i1ff1えを図り，併せて会員相互の述紛放に親|陵を図ること
を目的とする。

第 3条 本会は官iJ糸の目的を迭するために次の事業を行う。
1. 総会の開催(年 11日1)

2. 泌~iに|刻する研究会，講習会，採集会主干の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の FI(pJを述するために必要なゆ業

自114条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
自~ 5条 本会のすi栄作度は 1月l日に始まり， l'iJ年 12月31日lこ終る。
IT~ 6条 会員は次の 3秘とする。
1. 押通会員(~語源!に関心をもち，本会の趨旨に佼|司する個人又は団体で， 役員
会の承認するもの)。

2. 名手幸会員O:j~学の発迷に叉献があり，本会の趨i旨に賛同する個人で， 役員会
の推薦するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人又は団体で，

役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入金するには，住所，氏名(団体名)，版業を記入した入会申込書を
会長に差出すものとする。

W 8条 会Aは毎年会費 1800 門(学生 l主主I~級)を前納するものとする。但し，名干
会員(次条に定める名券会長を合む)J.えび特別会HI:I:会吹を'lkiしなL、。外国会員の
会費は 2100門とする。
員'i9条 本会には次の役れをfnく。
会長 l名。 幹事若干名。 百十i議A 51'，'千名。 会計~;~司令 2 名。
役員の任lOIは 2ヶ年とし霊任することが11'，来る。{凡し，会長とn'f議員l:t引itfcき3JOI 
選/1¥されることは11¥米なし、。
役H選/1¥の規定は}JIJに定める。(十IJIIJW1条~担i1.tj糸)
本会に名誉会長をrfくことが11¥米る。
第 10条 会長l士会を代炎し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて 日常の

会務を行う。会J I'~定 )J~I .l:.前年m:の決 tTMi1G'の状況などを 1主流する。
第 11条 評議員は都議民会を構成し，会の~務に|刻し会長の諮問にあずかる。評議
員会l主会長がtn:wし，また文illをもって，これに代えることが/1¥米る。
第 12条 本会は定lUI刊行物「藻fJUを年<1rr:rl刊行し， 会民に無料で頒布する。
(付 );IIJ)
第 1条 会長は¥l<ll)何ELI::の全会員の投票により，会Aの互選で定める(その際評議
員会l:t参考のためれ干名の候補者を推薦することが/:1¥米る)。幹Ih‘は会長が会員rl'
よりこれを指名委嘱する。会;ij蚊'JH:I:討議n会の協議に tり，会H'I'から選び総会
において7il:i訟を受ける。
第 2条 評議員の選11¥は次の二方法による。
1. 各地区別に会民'"1'より逃IJ¥される。その定Hは名j也医i名とし，会員数が 50
名を越える地区では 50名までごとに l名を加える。
2， 絡会において会長が会員 rl' より新干名を封f~加する。 {I[ し， その数I:t全評議員
の 1/3を越えることは11¥*ない。

地区割はげくの 7地区とする。
北海道地区。 東北地区。関東地区(新潟，長野，11.1梨を含む)0'pf"i¥地区(三重を令む)。
近現金地区。中国 ・IJq悶地区。九州地区(沖縦を含む)。

~3 条 会長， I衿~ IJI:及ひ、会 il1" Ij(.i事は評議肢を兼任することは!日米ない。
第 4粂 会:1圭および地区選111の都議員に欠員を生じた場合f.t， riir任者の残余拘It甘11火
点者をもって充当する。

第 5条 会員がパッタナソパーを求めるときは各主主 1800F1，分1111の場合は各号 600
門とし，非会Hの予約I~Yf売料は各号 900 門 とする。
第 6条 本会員11は111'和49年 9月 3日より施行する。
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去る9月3日昭和 49年度本学会総会において， 本学会会則

第5条は~事業年度は 1月1日に始まり，同年 12月31日に終

る~に改正されました。 それに伴い昭和 50年度からの会長

及び評議員の選挙を行いましたが， 11月 18日に開票の結果，

次の方々が新しく選出されましたのでお知らせします。

会 長 :西 沢一俊

評議 員 北海道地区2名)I坂井与志雄，増田道夫

(東北地区1名)秩山和夫

(関東地区3名) 加崎英男，小林 弘， 111)挙高旺

(中部地区2名)谷口森{免喜田和四郎

(近畿地区2名) 広瀬弘幸，坪 由宏

(中国 ・四園地|メ2名)藤山虎也， 斎7族紛:之助

(九州、|地区l名)右田清治

尚，会長の改選にイ半い， 昭和50年1月1日からB本藻類学会の事務

所は下記のところに移りますので予めお知らせします。 従って昭和50

年1月1日以降の庶務，会計，編集にl却する本学会の通信等は下記の新

事務所幹事宛に連絡して下さい。
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